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「日本を介助先進国に！
素人でも挑戦できる介助マッチングアプリ」

「HAKUMON Chuo」学生記者の合志瑠夏さん（経済３）参加プロジェクト
受賞を喜ぶ合志瑠夏さん
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SDGs実現のための社会課題の解決に向けた
若者の独創的な企画やアイデアを応援する「大学
SDGs ACTION! AWARDS 2024」の最終選考会が
3月6日、東京都内で開かれ、「HAKUMON Chuo」
学生記者の合

ご う し

志瑠
る な

夏さん（経済 3）が参加するプロ
ジェクト「日本を介助先進国に ! 素人でも挑戦で
きる介助マッチングアプリ」が、自治体〈一般社団
法人十勝うらほろ樂舎〉賞とオーディエンス賞を
獲得した。

受賞したのは、障害者と健常者を結びつけ、屋外
で気軽に助けの声をかけ合える社会を目指そうと
いうマッチングアプリを使ったアイデア。合志さん
は「アイデア作成に携わった経験から、私自身が町
で見かけた障害者の方の手伝いを進んでできるよ
うになった。介助、助け合いをもっと気軽なもの
にしたい」と受賞を喜んでいる。

「介助が必要な人」
「お手伝いしたい人」をつなぐ

開発を目指すマッチングアプリの狙いは、「介助が必要
な人と、お手伝いしたい人をつなぐ」「生活上のニーズに
合った適切なサポート」「介助の“ハードル”を下げ、気

受賞を喜ぶ「SFC－IFC」のメンバー。右端が合志瑠夏さん、中央は代表の寺澤裕太さん

軽に助け合える社会を目指す」。SDGs では「人や国の不
平等をなくそう」「住み続けられる街づくりを」の達成に
寄与する。

合志さんは、慶應義塾大を中心に他大学の学生、社会
人、高校生らで作る非営利団体「SFC － IFC」（代表・寺
澤裕太さん＝慶應義塾大環境情報学部 3 年）で福祉に関す
る活動に取り組む中で、今回のプロジェクトに参加した。

団体メンバーで、脳性まひによる重度身体障害者のた
め、日常生活のあらゆる場面で支援が必要な篠田翔太郎
さんが、「日常生活で介助を必要とする人が、少しでもよ
り自分らしく暮らせるように」「好きなタイミングで行き
たい場所に外出できるように」という、そもそものコン
セプトを発案した。

プレゼンテーション動画で紹介されたアプリの画面
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合志さん、
「サービス介助士」の観点から貢献

外出先で介助を必要とする場合、近くにいる介助可能な
人をただちに、容易に見つける必要がある。アプリに「介
助を必要とする人が見る画面」「介助できる人が見る画面」
を設定し、それぞれの画面上に求める介助の内容、支援で
きる介助の内容、障害者と介助者の性別、年齢などの情報
を示し、マップやリスト（一覧）形式で見られるようにする。

利用者の安心、安全の確保のため、トークルームを設
けるなどして身元に関する情報などを確認できるように
する仕組みだ。今後、実証実験を行うなどしてアプリの
精度を高め、実用化を目指していくという。

大学SDGs ACTION! 
AWARDSの最終プレゼ
ンテーション動画はこちら
からご覧になれます。

NEWSChudai

民間の「サービス介助士」の資格を持つ合志さんは、
「障害者はどういったことで困っているか。たとえば、
段差のある道路で目の不自由な人をどのように誘導すべ
きか」といった介助する側の立場、観点からプロジェク
トに貢献した。足腰の弱くなっていった祖父の介助を以
前に経験したことも参考になったという。

最終選考会のプレゼンテーションでは、約 7 分のプレゼ
ンテーション動画を上映した。代表の寺澤さんが、少子高
齢化の先進国である日本が既存の施設やサービスだけで
介護・介助の問題を解決するのは難しいと指摘し、「これ
までの常識、固定観念を変え、町中での介助が当たり前に
なる文化を作り、思いやりあふれる国になることを目指し
たい」と訴え、高く評価された。

　SDGsの達成に向けて大学生が課題解決のアイデアを披露するコン
テスト。7 回目の開催の 2024年は過去最多のエントリー177 件のうち、
1次選考を経たプロジェクト、アイデア12 件が最終選考会に進んだ。3
月6日に東京ミッドタウン日比谷（東京都千代田区）のビジネス創造拠
点「BASE Q」で最終選考会を開催。プレゼンテーション動画の上映や、
オーディエンス投票などがあり、グランプリ（賞金 50 万円）やオーディエ
ンス賞などが決まった。今回、中央大学の学生では、法学部 3 年の
横尾繁土さんのチームの「見ても見なくても見えなくても楽しめる！
一緒に楽しむビーラインドな社会」が準グランプリを受賞した。

朝日新聞社

オープンアップグループ

文部科学省、外務省、日本経済団体
連合会、ESD活動支援センター

北海道下川町、鹿児島県瀬戸内
町、長野県松川町、一般社団法人
南信州まつかわ観光まちづくりセン
ター、熊本県山都町、一般社団法人
十勝うらほろ樂舎

〈 主 催 〉

〈特別協賛〉

〈 後 援 〉 

〈 協 力 〉

大学SDGs ACTION! AWARDS 2024
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「失敗を恐れずに踏み出し、
新たな価値を創造するマインド」
「失敗を恐れずに踏み出し、
新たな価値を創造するマインド」
それこそがアントレプレナーシップ

「失敗を恐れずに踏み出し、
新たな価値を創造するマインド」
「失敗を恐れずに踏み出し、
新たな価値を創造するマインド」

多摩キャンパスでキックオフシンポジウム　聴講した学生記者4人が寄稿

NEWS
Chudai

グローバルな視点で挑戦し続けられるマインド、姿勢を学生のうちから培ってもらおうと、中央大学は 2024
年 6 月 22 日、「グローバル・アントレプレナーシップ」キックオフシンポジウムを多摩キャンパスで開催した。

「アントレプレナーシップは一般に起業家精神と捉えられているが、起業する人だけでなく、挑戦する人全てが
アントレプレナーである」。聴講した学生がそんなふうに意識や姿勢を変革し、挑戦のヒントを得られた有意義
なシンポジウムとなった。「HAKUMON Chuo」学生記者 4 人が聴講した思いをつづった。

グローバル・アントレプレナーシップ教育に関する示唆に富んだシンポジウム＝多摩キャンパス
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今枝宗一郎文部科学副大臣（オンライン登壇）、宮坂学
東京都副知事、伊藤羊一武蔵野大学アントレプレナーシッ
プ学部長の３人が登壇した第１部は、アントレプレナー
シップ教育の意義や起業におけるスタートアップ支援など
を議論。第２部は、中大卒業生を含む国内外の一線で活
躍する起業家が、自身の経験を踏まえてアントレプレナー
シップの重要性や、必要な意識・姿勢などを話した。「社
会の変革に挑む中大生」と題した第 3 部では、学生起業家
や個人で活動する現役中大生、中大附属高校の生徒らが
活動発表を行った。

第１部で、武蔵野大の伊藤学部長は、アントレプレナー
シップを「志と倫理観に基づき、失敗を恐れずに踏み出し、
新たな価値を創造するマインド」と定義し、大切な姿勢と

して「夢を考えるだけではなく語る」「人の夢を笑わない。
応援する」「行動する。失敗したら改善しよう」の 3 点を
挙げた。

宮坂副知事は「アントレプレナーシップで一番大事なの
は夢。事業計画は後からついてくる」と訴え、若い起業家
を輩出する東京都のコンテスト「東京スタートアップゲー
トウェイ」を紹介。「BORN TO DREAM」をうたうコンテ
ストは 400 字のアイデアで応募できると呼びかけた。

オンラインで参加した今枝副大臣は、国のアントレプレ
ナーシップ教育の強化プロジェクトや、「なぜ今アントレ
プレナーシップ教育なのか」という点に言及した上で、「夢
に向かってチャレンジし、行動すること。本気で取り組め
ば本気の出会いも生まれる」と語った。

　シンポジウムに参加し、非常に多くの学びと刺激を受けた。
シンポジウムでは、世界的な視野を持った起業家精神の重要性
をテーマに、多くの起業家や学生プレゼンターが参加し、多彩
な視点からアントレプレナーシップについて議論が行われた。
　特に印象深かったのは、日本のアントレプレナーシップ教育
に関する指標が 137カ国中26位であることを示す統計（2019
年）だった。この数字から起業家精神の向上が求められてい
ると感じた。東京が再び世界の中で輝きを取り戻すためには、
挑戦者をたくさん生み出し、応援し、失敗した人をリスペクト
し、そして世界中の人が日本で挑戦し、挑戦者が世界に羽ば
たくのを全力で応援する必要がある。そんな環境を形成してい
くためにもアントレプレナー教育が大事なカギを握っている。

「学び続け変化を恐れずに挑戦する」
人生全般の重要な姿勢を育む
　シンポジウムでは、アントレプレナーシップ教育を通じて得
られる多くのスキルとマインドセット（思考の傾向）が強調さ
れた。具体的には、探求心、判断力、実行力、リーダーシッ

プ、そしてコミュニケーション能力
などが重要であると指摘され、単な
るビジネススキルの習得だけでなく、
人生全般において重要な姿勢を育むものであることを学んだ。
「常に学び続け、変化を恐れずに挑戦する姿勢」が、今後の自
分のキャリアや就職活動に大いに役立つと感じている。
　昨今、日本のさまざまな分野の未来についてネガティブな
見通しが支配的である。その現状を変えていくために若者の
エネルギーが重要であるのは言うまでもない。シンポジウム
では高校生も含めた学生プレゼンターのエネルギッシュな姿
勢に強い感銘を受けた。彼らの柔軟な発想と積極性はこれか
らの社会をけん引する力となることを実感した。それと同時に、
私自身もこれからの社会に貢献できる人材になりたいという
気持ちが芽生えた。
　自身の目標に向かって日々、トライアンドエラーを続けてい
くことの重要性を再認識できた。シンポジウムを通じて得た知
識と経験をもとに、失敗を恐れずに積極的に前進したい。また、
挑戦する人を全力で応援し、失敗に寛容な人になっていきたい。

学生記者　吉田未来（理工３）

未来を拓くアントレプレナーシップ

スクリーンの言葉に勇気をもらったと感じた学生も少なくなかった会場のスクリーンに映し出された言葉の一つ
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　アントレプレナーシップという言葉は起業家を連想させる
が、必ずしもそうではない。ビジネスでなくても、高い志を持
ち新たな価値を創造しようとするマインドは、生きとし生ける
ものが必要とするスキルである。
　第１部で登壇した今枝宗一郎文科副大臣、宮坂学東京都副知
事、伊藤羊一武蔵野大学アントレプレナーシップ学部長の３人
が口をそろえて語ったのは「即行動」である。やりたいことが明
確でなくてもいい。まずは今この瞬間から行動しよう。私は、新
たなアイデアが浮かんでも、いざ行動するとなると立ち止まっ
てしまう。まるで自分自身に言われているような気がした。
　一歩を踏み出し、人と違うことをするには勇気が必要だ。し
かし、周りから浮くことを恐れてはいけない。自分自身がどう
なりたいかに焦点を当ててみよう。周囲はその頑張りを応援
することが大切である。

行動し、失敗し、学ぶ
新たな出会い、ヒント、結果へ
　シンポジウムでは、現役中大生の起業家をはじめ、中大附属
高校の生徒らが活動発表する機会が設けられていた。活躍して
いる同世代の学生の皆さんはとてもまぶしく、志を形にしている

姿に感銘を受けた。そして、吸収した
知識やアイデアを“出力する”ことの
重要性に気づかされた。
　アイデアはあっても行動しないままでいる方が楽である。行
動しなければ安全が保障されているからだ。しかし、行動して、
失敗し、学ぶ。その結果、想像もしていなかった出会いやヒン
ト、結果が生まれるかもしれない。
　なぜ今、中央大学でアントレプレナーシップのシンポジウム
が開催されたのか。
　日本ではここ数年、若手起業家の熱が高まっている。起業に
関する大学の学部創設や起業サークルの活動も増えている。
しかし、中央大学の現役生、または出身の起業家の数はまだま
だ多いとは言えないだろう。
　今回登壇した、東南アジアを中心とした海外の人材派遣を手
掛ける「ASEAN HOUSE」のCEO、佐々翔太郎さん（2019年法
学部卒）に、中大出身の起業家仲間やコミュニティーの存在を尋
ねたところ、佐々さんが知る限りでは人数は限られると聞いた。
　ユニバーシティメッセージに「行動する知性。」を掲げる中央
大学の学生だからこそ、アントレプレナーシップに真摯に向き
合わなくてはならない。私はそう痛感した。

学生記者　大山凛子（法４）

高い志を持ち新たな価値を創造しようとするマインド
生きとし生けるものが必要とするスキル

　「アントレプレナーシップは自分には関係のない話だろう」
というのが参加前の正直な気持ちだった。私は4年生で、こ
れまで起業を考えたことはない。卒業後は民間企業に就職す
る予定だ。ゆえに学生記者の取材として、ある意味割り切っ
た気持ちでシンポジウムに参加した。
　ところが、シンポジウムを通して私のアントレプレナー
シップに対する認識は大きく変わった。それはアントレプレ
ナーシップが単に起業家精神だけではなく、新たなことへの
挑戦や夢を語ることをも意味するからだ。
　特に新鮮だったのは、第２部の「トップランナー達の挑戦」
だ。大企業への所属を経て、あるいは所属しながらアントレ
プレナーシップを発揮している方々が登壇した。

入社後もアントレプレナーシップを発揮
　その中でも、社内スタートアップ制度を利用して起業した
山本将裕さん（NTT ドコモ）、小西好美さん（JR 東日本）の
話に感銘を受けた。企業に入ってからもアントレプレナーシッ
プを発揮するお二人の活動は非常に興味深いものだった。
　最も印象深いのは「スタートアップだけではなく、大企業

にも挑戦と成長が必要」という言葉
だ。日本の大企業の数は企業全体
の 0.3％に過ぎない。しかし従業者
数では 31％、付加価値額（製造業）は 47％を占める（国の
2006年統計による）。1990年代以降の経済成長の停滞、い
わゆる“失われた 30 年”が続く日本が国際的競争力を取り
戻すには、これら大企業の果たすべき役割は大きい。
　私をはじめとして、大学を卒業し、一つの企業に定年まで
勤めることこそが理想と考える日本人はいまだ少なくはない
だろう。ならば、置かれた場所で、たとえば大企業でアント
レプレナーシップを発揮すればいいのではないだろうか。
　社内スタートアップ制度を利用するもよし、新しいプロ
ジェクトに挑戦するもよし、さらに同僚との飲み会の席で自
分の夢を熱く語ることすらも、立派なアントレプレナーシッ
プといえるだろう。小さな思いが、同僚に、組織に、そして
社会に伝播すれば、未来は少しずつでも明るく変わっていく
のではないだろうか。
　私も企業の中で、たとえ小さくても挑戦を重ね、夢をかな
えていきたい。

学生記者　近藤陽太（経済４）

小さな夢から始まる日本の未来
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　「アントレプレナーシップは特別な人のものじゃない。みん
なのものだ」
　私は、宮坂学東京都副知事のこの言葉に、ある決意をした。
大学 2 年生の頃から、将来起業したいという夢を持つように
なった。そのときから、今できることを考え、さまざまな挑戦
をしてきたが、起業となるとハードルが高かった。
　資金や経営はどうしていくか、そもそも自分のアイデアにど
れほどの価値があるのか…。そうしたことを考えるたびに不安
になり、気づくと４年生になっていた。だからこそ、副知事の
言葉が「私でもいいんだ、私でもなれるんだ」と思わせてく
れた。
　また、起業する人だけでなく挑戦する人全員がアントレプ
レナーであることを知り、小さな挑戦でも、やりたいことには
全力で生きていこうと決めた。武蔵野大学アントレプレナー
シップ学部の伊藤羊一学部長が、「挑戦しても死なない」と話
されたのも印象的だった。確かに今の世の中、何かに挑戦し
てそれが失敗しても、それだけで死ぬことはない。そう思った
ら、何も怖いものはないと思う。
　「人間は迷ったらマイルドな方にいってしまうもの。だから
こそ 100 回のうち 1 回でいいからワイルドな方を選べ」とい
う考えにも感銘を受けた。就活の際、自分のことを「飛びつ
きの挑戦心と勇敢さを持つ人懐っこいライオンだ」とたとえた

ことがあった。やりたいことはとに
かくやり、自分で選択・決定したこ
とには必死に立ち向かって完遂する。
それが自分の長所だと感じていたが、シンポジウムに参加し
て、自分はまだまだだと感じ、今後もっともっとワイルドにや
りたいことへ飛びつこうと思った。

なりたい自分へ、叶えたい夢へ、変えたい未来へ、
夢を語り、応援し合い、ブラッシュアップする
　東京都には、起業を志す人にさまざまなサービスを提供す
る「TiB」や「SusHI Tech Tokyo」など、たくさんの取り組み
やイベントがあることも知り、参加しようと決めた。夢は語る
ことが大切、1 人で考えていてもしらけてしまう。だからこそ
多くの人と共有し、応援し合い、ブラッシュアップすることで、
私自身も、そしてその仲間たちもきっと、なりたい自分へ、叶
えたい夢へ、変えたい未来へ、より良い社会へ、進んでいけ
るだろう。
　だからこそ、ここで決意し宣言する。「私はアントレプレナー
になる！」。今これを読んでくれた皆さんが証人になってくれる
ことで、これから悩んだとき、苦しんだときに踏ん張って、頑張
ることができる。そしていつか、皆さんのもとに私の挑戦が届
くよう、今この瞬間から、一歩ずつ、夢をつかむ冒険を始める。

学生記者　島田莉帆（文４）

私はアントレプレナーになる！

日時：2024年６月22日（土）13:00～17:00

場所：多摩キャンパス「FOREST GATEWAY CHUO」３階ホール
オンラインで同時配信

総合司会：国山ハセンさん（ビジネス映像メディア「PIVOT」番組プロデュー
サー、2013年商学部卒） 

中央大学グローバル・アントレプレナーシップ
キックオフシンポジウム

「なせ今、アントレなのか？」
今枝宗一郎・文部科学副大臣＝オンライン登壇
宮坂学・東京都副知事
伊藤羊一・武蔵野大学アントレプレナーシップ学部長

「トップランナー達の挑戦」
佐藤孝徳さん（株式会社Shippio代表取締役CEO）
佐々翔太郎さん（株式会社ASEAN HOUSE CEO）
濱松誠さん（SUNDRED株式会社チーフコミュニティデザイナー）
山本将裕さん（株式会社 RePlayce 代表取締役CEO）
小西好美さん（ＪＲ東日本マーケティング本部くらしづくり・地方創
生部門新規事業ユニット）

「社会の変革に挑む中大生」
学生起業家、外部ビジネスコンテスト入賞者（団体）、個人で活動
する現役の中大生、中大附属高校の生徒らが活動発表

《第１部》

《第２部》

《第3部》

主催：中央大学グローバル・アントレプレナーシップ教育推進委員会

壇上の若手起業家に、学生から数多くの質問が投げかけられた

332024 夏号   HAKUMON Chuo


